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指定生活介護・施設入所支援事業施設 

【障害者支援施設 苓龍苑】 

 
 常時、介護や医療的ケアの必要な利用者が、心身ともに安定した生活が送れるよう、個々

の障害特性に応じた個別支援計画書を作成し支援を行いました。医療、介護、訓練での情

報共有を図り、利用者の意思決定に基づいた活動参加を提供しました。 

2025 年度(令和 7 年度)は、新規入所 4 名、退所 3 名で、2026 年（令和 8 年）3 月 31

日現在で入所利用者数は 38 名、生活介護(通所)3 名でした。 

 

 

【医療支援】 
 様々な感染症の発生を予防する為、日々の基本的な感染予防対策（手洗い・うがい・消

毒・マスク着用・ワクチン接種）を実施しました。インフルエンザ・新型コロナウイルス

感染症の発生はありましたが、クラスターになる事はありませんでした。毎日のバイタル

サインを中心に観察を行い、異常の早期発見に努めました。また、精神障害者や知的障害

者の方は、強い拘りや暴言・暴力・自傷行為などもあり、本人に寄り添いながら個々に応

じた対応・支援を行いました。 

 

１. 利用者健診                 （ ）内は前年度   

種別 
胸腹部 CT 

5 月 

利用者前期健診 

7 月 

歯科検診 

8 月 

頭部 CT 

9 月 

利用者後期健診 

2 月 

回数 1 1 1 1 5 

人数 25（28） 36（36） 36（36） 26（26） 35（36） 

健診

内容 

CT 撮影 問診・採血 

胸部レントゲン 

検尿・心電図 

口腔内診察 CT 撮影 聴診による診察 

  

                               

２.施設内診療 
月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

診療回数 5 5 5 2 5 5 5 2 3 5 5 3 50 

受診者数 28 28 29 9 29 29 28 9 20 28 26 19 282 

合計数は延べ人数です。 
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7 月、11 月、12 月はコロナウイルス感染者、3 月はインフルエンザ B 型感染者が施設で

発生し、天草セントラル病院の感染症対策で、施設内診療が行えず回数が減っています。 

 

３. 病院受診状況            （ ）内は前年度 単位：人 

診療科目 年合計  診療科目 年合計  診療科目 年合計 

内科 137（137） 耳鼻科 11（20） 精神科 89（83） 

泌尿器科 107（105） 眼科 8（15） 皮膚科 49（51） 

整形外科 30（25） 外科 6（8） その他 8（7） 

神経内科 14（5） 歯科 25（29） 延べ人数 484（485） 

延べ人数も各科の受診割合も昨年とほとんど変化はありませんでした。眼科に関しては

状態が落ち着いている方は嘱託医へ処方依頼可能となり受診件数が減少しました。 

 

４. 入院者数              （ ）内は前年度 単位：人 
 内科 泌尿器科 整形外科 消化器内科 精神科 

延べ人数 10（14） 0（0） 0（0） 0（2） 3（8） 

 婦人科 眼科 外科 合計  

延べ人数 0（0） 0（0） 2（4） 15（28）  

昨年と比較し、入院数が半分に減少しました。減少した事の要因は、日々の観察が早期

発見・早期受診につながり、重症化する事なく施設で対応可能となったケースもあったこ

と、また十分な水分補給に努める事で尿路感染を予防し、口腔ケアや吸引を適宜行う事で

呼吸器感染症の予防にも繋がり、入院になるような重症を防ぐことが出来ました。 

 

５. 新型コロナウイルスワクチン接種 
 新型コロナワクチン接種に関しては、希望者のみの接種となり 2025 年度は希望者はお

らず、利用者全員未接種です。 

 

６. インフルエンザワクチン接種     （ ）内は前年度 単位：人 
回数 実施月 人数 

1 回 12 月 33（34） 
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７. 新型コロナウイルス感染症発生状況     単位：人  
発生日 利用者感染者数 職員感染者数 

7/12～8/3 3 4 

11/13～12/5 3 3 

・上記発生日は天草整肢園のクラスターに伴う人数です。 

・上記以外の発生として、職員で 9 月 1 名、10 月 2 名の発生がありました。 

 

８. インフルエンザ感染症発生状況 （ ）内は前年度 単位：人 
利用者感染者数 職員感染者数 

0 1（1）    

 

９.褥瘡予防            （ ）内は前年度 単位：人 
 人数 

褥瘡発生 0（4） 

・以前からある褥瘡痕の傷が残っている方はいますが、新たな褥瘡発生はありませんでし

た。 

・エアマットの設置、時間毎の体位変換・除圧、毎日の処置を実施し、褥瘡の予防に努め

ました。 

 

 

【介護支援】 
 利用者と日頃からコミュニケーションをとり、信頼関係を築く事で安心・安全な生活を

送ってもらえるように心がけました。移乗の際は福祉機器の移乗サポートロボットＨug

や天井走行式リフトを活用し、2 名介助で対応するなど利用者の負担軽減と安心安全な支

援に努めました。機械浴を対象とする利用者が増えてきており、入浴時間をオーバーする

事が増えてきていたので、ミスト浴（浴槽型シャワーバス）を令和 8 年 1 月 22 日に導入

し対象者を分けた事で時間にゆとりを持った入浴を行うことが出来ています。インカムを

活用する事で利用者を⾧時間待たせる事なく対応できました。人権擁護・虐待防止に関す

る研修を受け、不適切な支援を行なわないよう、毎日朝の職員朝礼で、全国社会福祉協議

会発行の「虐待及び不適切な事例」や「虐待ゼロへの誓い」を皆で一文ずつ読み上げたり

する取り組みを行いました。また排泄時や入浴時等は同性介助に努めました。 
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１.食事支援       （ ）内は前年度 単位：人 
 人数 

自立 15（17） 

見守り 3（4） 

一部介助 6（8） 

全介助 12（7） 

経管胃瘻 5（5） 

計 41（41） 

見守り：自力摂取は可能だがムセ等があり見守りが必要な方。 

一部介助：自力で摂取出来るが少しでも介助をする方。（体調不良時は除く） 

身体機能、嚥下機能低下の為、食事介助者が増加となっています。 

 

２.入浴支援       （ ）内は前年度 単位：人 
 男性 女性 計 

機械浴 24（35） 7（7）  31（42） 

介助浴 2（7） 1（3）  3（10） 

ミスト浴   
（浴槽型シャワーバス） 

6（0） 1（0） 7（0） 

計 32（42） 9（10）   41（52） 

通所生活介護、短期入所利用者を含んでます。 

身体機能低下あり、介助浴から機械浴へ移行されています。 

 

３.排泄支援          （ ）内は前年度 単位：人 
 男性 女性 計 

一部介助トイレ 11（11） 1（1） 12（12） 

全介助トイレ 8（8） 1（1） 9（9） 

日中リハビリパンツ使用者 14（14） 1（0） 15（14） 

日中オムツ使用者 15（16） 4（2） 19（18） 

夜間リハビリパンツ使用者 3（2） 0（0） 3（2） 

夜間オムツ使用者 23（24） 5（3） 28（27） 

尿器使用者 5（2） 1（1） 6（3） 

尿カテーテル 5（5） 0（0） 5（5） 

計 84（82） 13（8） 97（90） 
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排泄面においては、身体機能低下に伴い、オムツ使用者が増加傾向にあります。 

今回から、オムツ使用者を日中、夜間と分け記載している為、合計人数が増加していま

す。 

 

４.体位変換者             （ ）内は前年度 単位：人 
 男性 女性 計 

体位交換者 12（14） 3（2） 15（16） 

エアマット使用者 14（16） 3（2） 17（18） 

包布交換、毎週 1 回（月曜日） 全寝具交換、年 1 回 

褥瘡予防の為、時間毎の体位変換やエアマットを設置しています。 

 

５.福祉機器             （ ）内は前年度 単位：人 
 男性 女性 計 

天井走行式リフト 1（1） 0（0） 1（1） 

移乗サポートロボット Hug 5（3） 1（1） 6（4） 

床センサーマット 0（1） 0（0） 0（1） 

計 6（5） 1（1） 7（6） 

2024 年度に天井走行式リフトが 2 人部屋の 3 か所に設置されています。 

 

６.口腔ケア             （ ）内は前年度 単位：人 
 男性 女性 計 

吸引器（吸引ブラシ）全介助 10（11） 3（1） 13（12） 

歯磨き全介助 5（6） 2（2） 7（8） 

歯磨き声掛け、確認、見守り 8（8） 4（5） 12（13） 

計 23（25） 9（8） 32（33） 

うがいが出来ない方は、誤嚥防止の為、吸引スポンジにて口腔ケアを実施しています。 

 

 

【訓練支援】 
 １日通しての訓練を実施し、機能訓練、作業療法を午前と午後に分け、月～金まで、毎

週 5 日間訓練を実施しました。 
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しかし、重度の利用者が増えてきたことで、二人介助での訓練支援が必要になってきてい

ます。訓練の他、補装具の申請及び修理申請や、車椅子の申請も行いました。訓練機器の

消毒や、訓練参加前の利用者の手指消毒も行い感染予防に努めました。毎月、訓練機器の

点検も行っています。 

 

１.訓練効果測定             （ ）内は前年度 単位：人 
 維持 向上 低下 

実施人数 27（27） 2（2） 6（5） 

病気による入院や入院が⾧引いたことに伴い、病状や身体状況の悪化による低下があり

ました。体調の改善により身体機能の向上が見られる方と車椅子駆動ができるようになっ

た利用者もおられます。 

 

２.訓練支援               （ ）内は前年度 単位：人 
 運動療法 物理療法 作業療法 言語療法 

年間延べ人数 7290（7105） 193（343） 2940（4095） 123（119） 

作業療法に関しては入浴時間と重なり参加が出来なかったこと、また訓練時間に声掛け

誘導にも拒否される方がおられること、重度の利用者が増え作業療法が出来る利用者が減

ったことや利用者の入院も減少した要因になっています。異食される利用者の方に対して

は、職員がマンツーマンで付き添い、見守りのもと作業療法を行いました。また、物理療

法に関しては利用者の退所と身体機能の低下で訓練参加が難しくなった利用者がおられた

ため、人数が減少したと思われます。 

言語療法に関しては、適宜対象者を検討し週１回実施しました。（対象者 11 名）。 

 

３.補装具申請及び修理申請        （ ）内は前年度 単位：人 
 車椅子 短下肢装具 

補装具交付申請書 1（3） 0（0） 

修理申請 3（2） 1（0） 

新規入所者の補装具申請や劣化がある補装具に関しては、補装具業者の助言を受け、申

請を行いました。 
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4.補装具の購入及び修理         （ ）内は前年度 単位：件 
靴の購入 5（5） 

補装具の修理 0（8） 

補助具、補装具（付属品）の購入 4（3） 

施設用備品、購入、修理 2（2） 

補装具業者の助言を受け、修理及び購入を行いました。 

 

5.ベッド利用時のマット・手摺りの使用状況（ ）内は前年度 単位：人 
衝撃吸収マット 9(3) 

移乗用手摺り 2(2) 

マット・手摺り併用 1(2) 

 

6.外出支援                   （ ）内は前年度 
 ショッピング グルメ(外食) グルメ(出前) 公園・花見 その他 合計 

回数 9（11） 13（18） 19（17） 7（7） 8（12） 56（65） 

人数 11（22） 28（39） 46（47） 11（13） 14（27） 110（148） 

 

7.よか活動                   （ ）内は前年度 
 DVD 鑑賞 アロマ 季節行事 ふれあいタイム 制作活動 その他 合計 

回数 5（5） 13（13） 5（5） 1（4） 8（7） 13（6） 45（40） 

人数 44（35） 41（67） 14（26） 4（16） 19（23） 58（90） 180（257） 

 

8.地域交流、地域貢献事業 
地域交流として 5 月 15 日に阿蘇市で行われた利用者・職員親善風船バレー大会に 1 名

６月 14 日に苓北町で行われた福祉レクリエーション大会に３名、６月２６日阿蘇市で行

われた利用者親善オセロ大会に１名、10 月 13 日熊本市で行われた車椅子ジョギング大会

に 1 名の参加がありました。11 月 1 日には三施設合同ふれあい祭が新型コロナウイルス

感染症発生後初めての実施となり、近隣の地域住民や来場者と交流されていました。また

８月 4 日、5 日にはワークキャンプで苓北中学校 2 名、志岐小学校 1 名が来苑され、利用

者との交流や福祉機器体験をされました。 

3 月 28 日利用者と職員でエコ散歩を実施、国道 324 号線沿いの空き缶やごみ収集を行い

ました。 
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【生活支援】 
利用者の声を傾聴し笑顔で安心した施設生活が送れるよう、日頃からコミュニケーショ

ンを図り支援を行いました。また、苦情処理体制を整備・拡充し、相談・苦情がある際

は、速やかに必要に応じた対応を行いました。日用品や衣類の出張販売では、選ぶ喜びを

提供出来るよう支援しました。ご家族が来苑された際及び、ご家族に連絡を入れる際は、

利用者の日頃の生活状況等を報告する事で安心していただけるよう努めました。 

 

１.預かり金管理サービス （令和 8 年３月３１日現在） 

施設管理対象者 32 名／38 名（30 名／37 名） 

預かり金報告書送付回数 4（4）回／年 

入出金受付回数 1（1）回／週 

医療費受付回数 1（1）回／月 

預かり金管理の利用者には、週 1 回入出金の支援や月 1 回本人への確認、月末は利用者

の医療費を取りまとめ各医療機関への支払い、年 4 回家族へ収支状況及び残高等の報告書

を送付し確認して頂きました。また、不正が無いよう牽制体制のもと通帳からの入出金を

支援しました。 

 

２.入退所者一覧 
・入退所者数           （ ）内は前年度 単位：人 

入所者数 退所者数 

4（4） 3（4） 

2025 年（令和 7 年度）の新規入所者は 4 名、退所者は 3 名でした。 

・入所者 

性別 年齢 障害種別 障害区分 入所前状況 

女性 65 歳 身体障害 6 障害者支援施設 

男性 36 歳 身体・知的障害 6 自宅 

女性 29 歳 身体・知的障害 6 自宅 

男性 64 歳 身体障害 5 病院 

入所者 4 名のうち 1 名は胃瘻造設の為、天草整肢園から夜間看護師配置のある苓龍苑に

入所となりました。2 名は在宅での生活が難しくなり入所されました。1 名は病院から在宅

復帰が難しく入所されました。 
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・退所者 

性別 年齢 障害種別 障害区分 退所理由 

男性 64 歳 身体・身体障害 6 施設移行 

男性 71 歳 身体・知的障害 6 死亡退所 

男性 71 歳 身体障害 6 ⾧期入院 

退所者は 3 名で退所の理由として、1 名は自宅近隣の障害者支援施設へ移行、1 名は死亡

による退所、1 名は施設利用の継続が難しく病院での加療が必要で退所になりました。 

 

３.通所生活介護利用者 

性別 年齢 障害種別 障害区分 利用頻度 短期入所の併用 

男性 24 歳 身体障害 6 週 1 回 ○(契約のみで実施なし) 

女性 38 歳 身体障害 4 月 1～2 回 ○ 

女性 58 歳 精神障害 2 週 2 回 ○ 

男性 67 歳 知的障害 6 週 5 回 ○ 

通所生活介護利用者全てが短期入所も契約されており、うち１名は年度途中から短期入

所のみの利用となりました。 
 

４.苦情・相談受付・利用者職員懇談会  （ ）内は前年度 単位：人 
苦情受付 0（0） 

相談受付 6（17） 

第三者委員（齋藤評議員、内尾評議員）へは 2026 年 4 月 23 日に 3 施設合同苦情・相談

等及び利用者満足度調査報告会にて報告しています。 

利用者職員懇談会 5（6）回／年 

利用者自治会グループ会議にて意見等を集約し、利用者職員懇談会を 2 か月おきに実施

しています。7 月は感染症流行の為、懇談会は中止し、グループ会議の意見要望に対する返

答を掲示いたしました。 
 

５. 来苑しての面会・オンライン面会回数 （ ）内は前年度 単位：人 
面会 134（80） 

オンライン面会 4（12） 

面会は日時を予約していただき 20 分程度で実施しています。オンライン面会は平日の

み実施し、日時を予約していただき面会ブースで実施しています。前年よりも面会が増え
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た要因は、感染対応による面会中止期間が前年よりも少なかった為と思われます。 

 

【食事支援】 
利用者に楽しんでもらえるように行事食・祝い膳・セレクト食では季節感のあるメニュ

ーを提供、また、日々の食事では温冷配膳車を活用し利用者が席についてから配膳するよ

う適温での提供に努めました。自助食器を活用し自力摂取できるよう、更に個々の食事摂

取状況に合わせ、落ち着いて食事が出来るよう個人対応での提供を行いました。利用者の

状態に合わせ経管栄養食の管理を行い、随時必要量提供できるよう準備し、個人での補助

食品なども医師の指示のもと提供しました。お茶等の誤嚥防止として、全自動トロミサー

バーの強・中・弱の機能を活用して個々にあった提供を行いました。また、月 2 回、栄養

士、調理員のミーティングを実施し、意見交換や業務内容ついて変更をしながらより良い

食事提供が出来るよう努めました。 

 

１. 満足度調査・嗜好調査・栄養状況報告書の提出 
2 回実施／年 

嗜好調査での利用者の意見を献立に反映できるよう努めていきます。 

 

２. 給食委員会 
6 回実施／年 

給食委員会では、２カ月に 1 回、天草整肢園・苓龍苑・天草更生園の各部署の職員で構

成された委員が集まり、利用者の献立のメニューに関する意見報告を行います。行事食メ

ニューについての検討等を行います。 

 

３. 祝い膳・セレクト食 
1 回実施／月 

 

４. 行事食 
4 月 7 月 11 月 12 月 令和８年 1 月 

花見弁当 七夕・土用丑の日・

夏祭り 
ふれあい祭 クリスマス会 おせち料理 

2 月 3 月    

節分の日 

バレンタインデー 

ひな祭り 

ホワイトデー 
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５.食事形態               （ ）内は前年度 単位：人 
38(37) 普通食 粗刻み 刻み ソフト食 経管 

食形態  ３(３)  6(6) 9(9)  7(6)  4(4) 

糖尿病食  0(2)  0(0) 1（0）  0(0)  0(0)  

脂質異常食 1(0)   0(0)  1(1)  1(1) 0(0)  

心不全食  2(2)  1(1) 1(1)   0(1) 0(0)  

痛風食 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 

貧血食 1(1) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 

退所者 3（4）名、新規入所者 4（４）名（うち２名が経管）。食形態の変更者が有りまし

た。 

 

６.給食職員の細菌検査          （ ）内は前年度 単位：回          
細菌検便検査 毎月 1 回実施 12（12） 

ノロウイルス検査 9 月から 3 月まで毎月 1 回実施 12（7） 

 細菌検便検査、ノロウイルス検査の結果は全て陰性。 

 

７.生活介護（通所）食事人数       （ ）内は前年度 単位：人 
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

1（0） 3（３） 1（0） 2（2） 1（１） 

曜日不定期の方が 0（１）名います。 

 

 

【事務局】 

１. 施設内の主な工事、修繕関係                 (単位 円) 

業 者 工事名 年月日 金 額 

㈱防災企画 避難誘導灯・非常灯取替 2025 年  4 月 15 日 132,000 

綜合環境保全㈲ 合併浄化槽散気ﾌﾞﾛﾜｰ No.2 号取替工事(天草整肢園と折半) 2025 年 9 月 30 日 363,000 

大津内装 厨房床シート補修工事 2025 年 11 月 12 日 128,319 

綜合環境保全㈲ 管理棟男女トイレ和式→洋式工事 2026 年 2 月 27 日 770,000 

㈲植田工務店 台風対策用木製パネル取付(天草整肢園と折半) 2025 年 9 月 3 日 263,000 
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２. 主な備品等                        (単位 円) 
業 者 備 品 年月日 金 額 

㈲ﾄｰﾀﾙﾌｧｯｼｮﾝもり ご利用者ベッドカバー別注仕立て 2025 年 7 月 15 日 108,680 

ECOFLOW  JP ポータブル電源+ソーラーパネル 2025 年 10 月 15 日 98,505 

 

 

3. 固定資産の購入                     (単位 円) 

業 者 備 品 年月日 金 額 

㈱クールテクノサービス チップアイスディスペンサー設置(食堂ホール) 2025 年 6 月 18 日 313,500 

(有)三共通信機 ドーム型ネットワークカメラ(居室 3 部屋) 2025 年 6 月 20 日 300,300 

宮野医療器㈱ セレーノチェアイン(浴槽型シャワーバス) 2026 年 1 月 22 日 6,380,770 

㈱ミタカ 移乗サポートロボット Hug T1-02 2026 年 2 月 25 日 797,600 

(有)三共通信機 施設内ＷｉＦｉ環境整備工事(天草整肢園と折半) 2026 年 3 月 31 日 649,000 

 

4. 拠点区分間繰入金                    (単位 円) 

法人本部運営資金として 2025 年 9 月 22 日 4,700,000 
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【短期入所事業 苓龍苑】 
 

地域の社会資源としての役割を認識し、家族のレスパイトや緊急時の対応として、地域

の在宅障がい者の受け入れを行いました。2025 年度（令和 7 年度）利用の 10 名中、3 名

は毎月の利用がありました。2025 年度（令和 7 年度）の新規契約者は 6 名で、うち 2 名が

緊急利用に伴う契約でした。緊急利用は、本人の急な体調変化や、介護者の体調不良、大

雨洪水による避難等もありました。1 日 3 名の利用定員ですが、満床となる日も数日間あ

りました。 
 

利用者数： 計 10 名（前年 5 名） 

利用日数： 計 201 日間（前年 159 日間） 

 

短期入所利用者の内訳                （ ）内は前年度 

年齢  70 代  30 代 60 代  30 代 40 代 

性別  男性 男性 男性 女性 男性 

障害種別 身体  発達 知的 身体 知的 

障害区分   6   2    6   4   3 

居住地 苓北町 五和町 苓北町 五和町 苓北町 

1 年間の

利用日数 

 

 

22  

（30） 

 

33 

（36） 

 

86 

(53) 

  

26 

（22） 

 

 

4    

（18） 

 

年齢 50 代  60 代 40 代 70 代 50 代 

性別 女性 女性 女性 男性 女性 

障害種別 知的 身体 知的 精神 精神 

障害区分   2   3   2   2   3 

居住地 苓北町 苓北町 天草市 苓北町 苓北町 

1 年間の

利用日数 

 

 

 8 

（-） 

 

 

8 

 （-） 

 

 2 

（-） 

 

10 

(-） 

 

2 

（-） 
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2025 年度 天草整肢園・苓龍苑 諸会議等の開催 

《各 種 委 員 会 等》 

会 議 名 開催回数 主 な 内 容 

ヒヤリハット委員会 年 4 回実施 ・新システム導入に伴い、ヒヤリハット、事故

報告書の書式の検討 

・ミーティングでのヒヤリハット報告の取り

まとめ 

・月ごとのヒヤリハットの集計及び発表 

・「ヒヤリハット」について定義一部見直し 

・ＫＹＴ（危険予知訓練）の取組み及び研修内

容の検討  

・誤嚥対策での食事時間見直し 

  
衛生委員会・感染対策委

員会 

 

 

 

 

 

 

 

年 11 回実施 

産業医 参加 

【衛生委員会】 

・活動計画について ・各部署からの報告 

・調理従事者の検体提出（毎月） 

・職場巡視（巡視報告と改善報告） 

・職員健康診断 結果報告、確認 

・感染症についての助言 

・ストレスチェックの実施（11 月） 

・労働災害報告と改善報告 

・熱中症対策(マニュアルの作成・暑さ指数の

計測(7 月～10 月)) 

・標語の取組み 

「「喉乾いた」その時にはもう遅い 早めの休

息。水分補給」「～感染防御の取り組み～良い

支 援 は 清 潔 な 手 か ら 一 支 援 一 手 洗 い の 徹

底！」「笑顔生むまずは自分の体調管理」 

【感染対策委員会】 

・感染状況の把握 

・感染防止に対する啓蒙 

・新型コロナウイルス、インフルエンザ感染 

症に関する会議の実施 

・新型コロナウイルスが５類になってからの

対応について 
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人権擁護・虐待防止委員

会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 9 回実施 

（うち 3 回は

3 施設合同） 

・活動計画について 

・身体拘束及び虐待について 

・人権啓発研修会について 

・身体拘束見直し（3 月 6 月 9 月 12 月） 

以下、令和７年度身体拘束者人数 

※（ ）内は 2024 年度 

天草整肢園 4～9 月：9 名（9 名） 

      10～3 月：10 名（10 名） 

苓龍苑   4～9 月：14 名（16 名） 

      10～3 月：15 名（15 名） 

・セルフチェックリストについて 

・人権についての標語の取組み   

標語 

7 月：「小さな勇気があなたを変える 変わ

るあなたが、周りを変える」 

11 月：「支援の名のもと、傷つけない為に、そ

の人の声に 耳を澄ませる」 

3 月：「考えよう あなたの“普通”と相手の

“苦痛“」 

 

防災対策委員会 毎月１回実施 ・各担当から点検場所の結果報告 

・防災設備の自主点検 

・利用者の入退所及び職員の入退職があった

場合等の BCP の内容書替え 

・防災避難訓練（ＢＣＰ訓練）について 

6/24：消防避難訓練（日中想定） 

2/19：地震避難訓練 

①非常食訓練：マジックライス（30 人分）

を使って調理方法の確認・試食や（缶入りソ

フトパン）等保存食（5 年）の試食を実施。 

②非常食他、備蓄品の場所を全職員が把握

出来るよう保管場所と備蓄品の確認を行い

周知を図った。 

3/26：消防避難訓練（日中想定）  
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給食委員会 
 

年６回実施 

 

 

・メニューの検討 

・行事食について 

・嗜好調査の質問内容について 

・利用者、職員からの意見要望 

・給食作業工程について  
研修委員会 

 

年 2 回実施 ・OJT 研修の計画及び実施 

・OJT 研修のまとめ 

・安全運転研修会について   

満足度調査委員会 

 

 

年 2 回実施 ・活動計画について 

・利用者自治会グループ会議の司会 

・利用者職員懇談会の議⾧･書記、施設内掲示 

 11 月に予定していた利用者職員懇談会は、

新型コロナウイルス感染症対策のため中止と

しました。また、利用者様からいただいたご意

見につきましては、回答のみを掲示する形で

対応しました。 

・満足度調査の準備、集計 

 今回の満足度調査では、近年その重要性が

示されている意思決定支援および同性介助に

関する項目を、設問の一部に取り入れました。 

また、調査の実施および集計にはネットワー

クを活用し、業務の効率化を図りました。 

・第三者委員への報告会 

職員会議 

 

 

 

 

 

 

年 11 回実施 

 

 

 

 

 

 

・会議内容は毎月の課⾧係⾧会議に諮る 

・研修報告、理事会評議員会の報告  

・セルフチェックの報告 

・施設内研修 

・ヒヤリハット報告(毎月のまとめ) 

・施設行事の計画、反省 

・感染対応についての振り返り等 

・毎月の開催としていたが、11 月については

感染症流行にて中止となった。 
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訓練会議   

 

 

 

                 

年 2 回実施 ・新システム導入に伴う訓練日誌の入力につ

いて 

・訓練機器について 

・利用者検温について 

・予算について 

・利用者の訓練内容や状況について 

・外出支援について 

 

介護全体会議 

 

 

 

 

 

年６回実施 

 

 

 

 

 

・各班から出た課題の検討 

・新システム入力の説明会 

・同性介助について 

・おやつ提供の仕方 

・身体拘束時間入力について 

・骨折の仕組み、適切なポジショニングにつ

いての研修会等 

 

医療会議  

 

 

 

 

年 6 回実施 

 

 

・バイタル測定について 

・新システムの記録入力について 

・薬局の変更について 

・利用者支援について（個別の対応） 

・同性介助について 

・医療処置について（注入、坐薬挿肛など） 

・感染対応について 

・入浴介助について等 
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《2025 年度 天草整肢園・苓龍苑 施設内研修》 

研 修 名 開催日 担当者 内容及び目的 

ＫＹＴ 

（危険予知訓練） 

10/25（土） ヒヤリ・ハット 

委員会 

・写真で日常の様子（天井走行リ

フト、食事、作業療法、事務所内、

廊下）や動画での配薬介助を見て

グループ毎に危険と思われる箇

所を出し合い、対策を検討し発表

した。  
救急法について 

 

 

感染症（ノロウイル

ス感染症） 

 

 

ガウンテクニックに

ついて（BCP 訓練含

む） 

5/31（土） 

 
 

12/20（土） 

 

 

 

8/23（土）

9/23（土） 

1/31（土） 

看護師 ・レサシアン人形を使用し、救急

法の実践研修を行った。 

 

ノロウイルス感染症についての

説明、感染症発症時の対応を実践

した。 

 

 

 

・個人防護具着脱の実践、指導し

た。 

人権啓発研修会 

 

8/23（土） 

 

 

 

12/20（土） 

人 権 擁 護 虐 待 防

止委員会 

・三施設合同研修会として、認定

NPO 法人とら太の会理事⾧ 山

下順子氏を講師に招き、「共に生

きる」を演題に子どもの人権、障

がい者の人権についての講話を

行っていただいた。 

・「不適切ケア~自然にこんなこ

としていませんか？」の DVD 視

聴後、グループワークにて不適切

支援と感じたもの、改善点等の意

見交換を行った。 
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介護研修 

4/26（土） 

 

 

 

 

9/2３（火） 

 

 

 

 

 

10/25（土） 

1/31（土） 

生活支援員 ・食事介助研修「知っているよう

で知らない食事介助の技術」の動

画視聴後、食事介助の実技でペー

スト食（ご飯、グリーンピース）

を参加者全員で試食した。 

・ポジショニングについて、資料

を用いながら、ベッド上での圧抜

きの必要性、正しいギャッジアッ

プ方法、体位変換方法について説

明があり、その後に実技も交えて

研修を行った。 

・DVD 視聴でのケアガイドライ

ン研修を行った。  
給食研修 6/28（土） 

 

 

 

7/27（土） 

給食職員 ・資料を用いて、食中毒の基礎知

識、種類、日常生活における予防

策、地域別の発生状況等について

の説明があった。 

・食中毒について、原因や予防法

法の説明があった。  

事務研修 7/25（金） 

 

 

事務員 ・安全管理講習（労災について）

県内での労災の発生件数や傾向

についての説明があり、社会福祉

施設では、転倒や腰痛が一番多い

事から、予防に向けての生活習慣

や運動についての説明後、身体の

動きチェックの実技を取り入れ

ながら実施した。  
訓練研修 ２/21（土） 生活支援員(訓練) ・ユーチューブしゅわしゅわ「じ

っくり解説！初心者向け基本単

語 30 選！」手話の動画を視聴後、

実技で手話を行い、入所している

盲聾亜の利用者に対応する際の

手話の紹介があった。 
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安全運転研修 

 

6/28（土） 

 

 

 

 

 

 

 

1/29（木） 

安全運転管理者 

研修委員 

 

・日本自動車連盟（JAF）より講

師に来ていただき、「交通安全運

転意識の向上及び交通事故防止」

との表題で事例の動画や具体的

な熊本県での事故の動向につい

ての説明、アルコールを飲んだ状

態に近い視覚・感覚の体験ができ

るゴーグル着用等が行われまし

た。 

・天草警察署より講師で来てい

ただき、天草管内での事故の状況

についての説明後、アルコール依

存についての話、スクリーニング

テストの実施、令和 8 年度からの

反則金制度導入についてや、道路

交通法の改正内容についての説

明があった。 

 

ハラスメント研修会 2/21（土） ハラスメント担当 「ハラスメント・守秘義務・プラ

イバシー保護等に関する動画視

聴を全職員にして頂き研修に関

してのアンケートを行った。 

 

 


